
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
   
 
 
 
 

 

発行：新庄河川事務所 

立谷沢川砂防出張所 

平成 29 年 12 月 

さきちゃんだより 

今号は新聞です！ 

開いてみてね❤ 

庄内町では、町内の 
子供達に自然に親しんでも 

らうため、『大中島自然ふれあい
館森森』で『森森自然塾』を開催
しています。今回は〝庄内町の自 

然〟＝〝立谷沢川〟を知っ 
て頂きたく、1 日ツアーに 

ご案内しま～す！ 

国土交通省 

土砂が貯まってい
る堰堤に、また土砂
が流れてきたらど
うなるかな？ 

あふれて 
家も流される！ 

はてさて結果は･･･？ 
堰堤でストップ！川の
流れを緩やかにし、土石
流の力を弱めて、下流に
ある家を守ります！ 

へ～！ 

現代ではコンクリ
ート工場で、機械で
作られるけど･･･ 

ミキサ ー車の
ように、材料を
ねりねり･･･ 

仕上がり予定 
帰宅して、型から
外したらこうな
ったかな？ 

石の代わりに土の
うを運んでもらい
ます！自分で「いけ
る！」と思う量の砂
を袋に詰めます 

お手本 

肩痛～い！

一般の方が通るには
危険なため、普段立
ち入ることができな
い月山林道を通って 

工事現場へ！ 

紅葉キレーイ！ 

午前中コンクリート
作りと人力での作業
を体験してもらい、
同じように造られた
砂防堰堤を間近で！ 

工場からミキサー
車で運ばれたコン
クリートが、ここに
流されるんだよ！ 

初の工事現場見学に
圧倒の様子･･･かと思
ったら、最後には「ギ
ャラはいくら？」なん
て質問も！う～ん･･･
好奇心旺盛！ 

う･･･重い 

余 裕 そ う な 表 情 の 彼
ら･･･実は３０㎏運んで
いるのでフラフラです。
当時の人は一体何㎏運
んでいたのでしょう･･･

コンクリート
作りは初体験でと
ても楽しかったで
す。 

今の時代と昔
の時代の工事は全
然違うんだとわか
りました。 

(砂防)ダムに
色々な大事な役割
があることが初め
てわかりました。

子供達からの
感想だよ 

今年の 6 月に国の登
録有形文化財に登録さ
れた 2 つの砂防堰堤の
登録プレート等をお披
露目する除幕式を、庄
内町と当事務所とで開
催しました。 

ろくぶち  せ ば さぼうえんてい  

   

美しい形状のダム。

地域の観光資源として

も生かしていきたい 

除幕式には、 

６０年前に砂防 

堰堤を造られた 

方やそのご家族様から 

もご臨席頂きました。 

子供の頃、父に工事 

現場に連れて来てもらって 

いたの。長い年月を経て、父

から娘に最高のプレゼントを

もらったような気持ち！ この案内板の 

工事の写真には俺が

写っているんだ！す

ごいことだなぁ･･･ 

今日は父と参列し 

たくて、写真を持って

きたんです。父も喜ん

でいます。 

立谷沢地区振
興会の方々に、
『砂防施設の役
割と効果』などを
説明し、『防災教
育』『ハザードマ
ップ作成』など減
災の取り組みに
ついて紹介しま
した。 

 

タチラボレディー
スお手製の、地元
産【でわのもち】
【ひめのもち】を
使った笹巻きも振
る舞われました 

 

龍
神
観
音
堂 

庄内町長・立谷沢地区振興会・当事務所が参列し、
暴れ川だった立谷沢川で砂防工事に尽力した先人に
感謝すると共に、水害が起こらないよう祈願致しまし
た。 

新庄河川事務所長 
 庄内町長 

昔は水・砂・石・
セ メ ン ト を 手
練 り し て 作 っ
ていたんだよ 

コンクリート工場 

完成：昭和２７年９月３０日 
長さ：１５７m 高さ：１５m 
構造：玉石積み粗石コンクリート造り 
 

完成：昭和２８年１２月２５日 
長さ：１９３.３m 高さ：６m 
構造：玉石積み粗石コンクリート造り 
 

地域の資源として、

後世まで活用できる

ように、保全していき

たい 

記念碑を見るも良し、 

座って眺め、迫力を堪

能するも良し！その後

は堰堤へ続く小道を通

って、ぜひ登録プレー

トをご覧下さい 
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今年度、庄内町が推進している『ふるさと教育』と連携し、庄内

町の 4 つの小中学校を対象として防災教育を行ってきました。自然

災害から命を守るためには、幼少期からの防災教育が重要であると

考え、災害対応等を担う国土交通省では、防災教育の支援に係わる

取り組みを強化しています。山形大学（八木浩司教授・村山良之教

授）、最上川・赤川水系砂防ボランティア協会と協同で実施しました。

 

庄内町立立川中学校 

〃 立川小学校 

〃 余目第一小学校 

〃 余目第四小学校 

化石って初めて
採取した！ 

鉱物の中にプラン 
クトンがいて、どの時
代に出現したかを調べ
ると地層の年代が分か 

るんだよ 

どうしてここが
1500 万年前は
海だったって分
かるの？ 

地層が見られて、
これからの理科
の勉強が楽しみ
になったなぁ 

地層を見ると、
月山の成り立
ちが分かるん
だ･･･ 

月山は火山が噴
火して形成され
た山なんだよ 

ここは立谷沢川の
下流です。石の大
きさ・形をよく見
ておいてね 

川の中に入っ
て石を見てみ
よう！ 

八木教授の言葉を
受けて、スニーカ
ーが水に浸りなが
らも、川の中に入
って石をよ～く見
てみる子供達！ 

袋いっぱいに貝の化
石をゲット！ついて
いる土をシャワーと
歯ブラシで落とすと
いいそうです 

田んぼの中に巨石群が！子供達の手の
長さ(だけでは足りず大人も)で測定す
ると、周囲 38.9m・重さ約 200t！八
木教授が調査したところ、上流で砂防堰
堤に食い止められている巨石と同じ･･･
砂防堰堤がなかった時代、集落まで土石
流として流れて来た巨石と判明！ 

あの木って
わざと置い
ているの？

上流から流れて
きた巨木を、砂
防堰堤が食い止
めています 

各学校の写真の

枠を上の色別で

表しています 

濁沢第 5 砂防堰堤で食い止めている巨石 

←立谷沢川 

砂防資料館 

立谷沢川砂防出張所 

北月山荘 
潜 岩
くぐりいわ

砂防堰堤 

科沢地区 

瀬場地区 

濁沢の大崩壊地 

庄内町立谷沢川へ行き、 
実際に現地で学習をします！ 

月山 

家が土砂で 
流されちゃう！ 

土砂が貯まって
いる砂防堰堤に、
さらに土砂が流
れて来たら？ 

･･･え⁈ 
止まった！

村山教授からの投げ
かけに対し、グループ
毎に、その状況になっ
たらどうするか考え
ていきましょう！

 

ご先祖様が建
てたのかな？ 

家族で全部の
銅板巡りして
てみたい･･･ 

昔は土砂災害が起こらない
よう水神・龍神の石碑を建て
神頼みするしかなかったけ
ど、今は避難情報をもとに身
を守る行動がとれます 

 

 

祖父母・赤ちゃんが
一緒の場合は、避難
が大変そう･･･ 

･･･という考えから、
『早めに避難』の意見
が多い中、『避難しな
い』という一部の意見
もありました 

「学校の体育館」「公
民館」とか。『避難場
所』って看板があった
から知ってる！ 

ん⁈ 
どこだろう？ 

今夜必ず家族
で話し合って

下さい！ 

こういったカード
を使って、避難の
タイミング等を考
えていきます 

模型だから面白いけど、土砂

災害が現実にあったら怖いです。 

まだ技術が発達していない昭

和初期に、あんな大きな砂防ダム

を造ってすごいと思いました。 

大きい石が上流から下流へ流

れてきていたのがよくわかり、勉

強になりました。 

川はただ流れていると思って

いましたが、砂防工事をして、流れ

を緩やかにするために工夫してい

ることに気づきました。 

帰りのバスの中では、僕の質

問にしっかりくわしく答えてくれ

て、よりたくさんのことを知るこ

とができました。 

立川中学校１学年

の生徒さんが、防災

教育を含めた総合

学習の半年間のま

とめを、文化祭で発

表されました。 

防災教育コーナー 

土砂災害を来場者に説明します 土石流とは？ 上級生も興味津々！ 

【♪実施小中学校♪】 

地下水の影響で 
地面が動くんだよ 崖は地震でも

崩れるんだよ


